
〝
次
世
代
に
つ
な
ぎ
た
い
ん
で
す
〟

「
進
む
の
は
、こ
の
道
で
し
た
」と
話
す

草
野
　
祐
香
利
さ
ん

「辛いこともありましたよ、それは。でも、今の私たちは、後を継ぐ人たちに、しっ
かりつないでいかないと」と、将来を見据え明るく語る、草野さん
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「
高
校
の
こ
ろ
、
自
分
の
進
路
に
つ
い
て
は

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
時
、
母

親
か
ら
技
術
的
な
も
の
を
身
に
付
け
た
ら
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
の
と
言
わ
れ
て
…
。
大
学
で
も
教

育
か
、
助
産
師
か
で
迷
い
ま
し
た
け
ど
、
結
局

こ
の
道
へ
。
こ
れ
か
ら
は
後
進
に
ど
う
つ
な
い

で
い
く
か
が
課
題
と
思
っ
て
い
ま
す
」

穏
や
か
な
表
情
の
中
で
自
ら
の
思
い
を
語

り
続
け
る
、
草
野
祐
香
利
さ
ん
（
五
一
）
は
、

一
九
八
八
年
に
立
ち
上
げ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
C
o
m
m
u
n
e　

w
i
t
h　

助
産
師
」

と
い
う
組
織
の
ト
ッ
プ
の
一
人
と
し
て
、
妊
婦

や
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
相
談
な
ど
の
ケ
ア
、
サ

ポ
ー
ト
に
余
念
が
な
い
。

草
野
さ
ん
は
市
内
の
高
校
を
卒
業
後
、
茨

城
の
筑
波
大
学
医
療
技
術
短
大
看
護
学
科
に
進

む
。
こ
こ
で
三
年
間
、
関
連
の
知
識
を
得
、
看

護
師
、
助
産
師
と
し
て
の
資
格
を
取
得
し
た

後
、
札
幌
に
あ
る
天
使
女
子
短
大
専
攻
科
衛
生

看
学
を
学
ん
だ
。

卒
業
後
は
、
市
内
の
公
立
病
院
の
助
産
師
、

さ
ら
に
、
市
立
小
学
校
の
養
護
助
教
諭
と
し

て
、
ま
た
、
地
元
の
短
大
の
保
健
室
に
も
勤
務

し
た
経
験
を
持
つ
。
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C
o
m
m
u
n
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i
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助
産
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理
事
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（
助
産
院
長
）

■
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わ
き
市
平
谷
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仲
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町
二
〇
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おんな劇場



「
公
立
の
病
院
で
助
産
師
と
し
て
務
め
て
い

た
当
時
は
、
お
産
な
ど
に
も
立
ち
会
い
ま
し
た

し
、
社
会
に
自
立
も
し
て
い
な
い
若
い
女
性
た

ち
の
妊
娠
や
、
そ
の
後
に
つ
い
て
と
い
っ
た
問

題
な
ど
も
含
め
、
い
ろ
い
ろ
体
験
し
て
き
ま
し

た
ね
ぇ
ー
」

こ
う
述
懐
す
る
草
野
さ
ん
は
、
そ
の
後
、
市

内
の
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
勤
務
す
る

傍
ら
、
市
の
委
託
助
産
師
と
し
て
新
生
児
や
乳

幼
児
訪
問
活
動
に
従
事
し
て
い
た
。
そ
ん
な

折
、
次
女
を
助
産
院
で
出
産
し
た
こ
と
が
大
き

な
き
っ
か
け
と
な
り
、「
私
が
進
む
の
は
、
や

は
り
助
産
師
。
こ
の
道
に
戻
ろ
う
」
と
、
本
格

的
に
歩
み
始
め
る
。

二
〇
〇
九
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
認
可
さ
れ
る

と
、
仲
間
と
組
織
を
設
け
て
理
事
長
に
就
任
。

1965年 6月9日生まれ。内郷出身。
社会に出てからは、公立、私立の医療機
関で合わせて600 件以上のお産に対応
してきた “ベテラン助産師 ”。組織の運
営については「厳しい経済事情です」と、
苦笑いしつつ、「時間通りには帰宅でき
ません」。学生時代は山登り愛好の自然
派。夫の武史さん（51）との間に2女。
得意な料理は「和食ですね」。Ｏ型

くさの・ゆかり
プロフィル

妊婦、赤ちゃんを
しっかりサポート

「
幅
広
い
内
容
な
ん
で
す
よ
」

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

賛
同
し
た
知
人
の
多
大
な

支
援
も
あ
っ
て
、
翌
年
八

月
に
は
同
所
に
三
階
建
て

の
施
設
も
新
設
。
現
在
、

彼
女
を
含
め
、
常
時
七
人

の
看
護
師
が
い
る
「
こ

み
ゅ
ー
ん
助
産
院
」「
ホ
ー

ム
ス
タ
ー
ト
・
こ
み
ゅ
ー

ん
」
で
対
応
。

た
だ
、
こ
の
施
設
で
は

出
産
に
つ
い
て
は
ま
だ
行
っ
て
お
ら
ず
、「
女

性
と
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
」
こ

と
が
主
。
内
容
は
プ
レ
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
教
室
、

妊
婦
健
診
、
妊
産
婦
健
康
教
室
、
授
乳
相
談
、

産
前
産
後
の
入
院
ケ
ア
な
ど
幅
広
い
内
容
だ
。

開
設
以
来
、
年
間
の
利
用
者
は
電
話
に
よ
る

相
談
、
来
訪
と
も
に
三
百
～
四
百
件
。
入
院
は

年
間
延
べ
五
十
件
な
ど
。
大
半
は
市
内
だ
が
、

里
帰
り
、
避
難
し
て
い
る

相
双
地
区
か
ら
の
女
性
た

ち
も
。

自
ら
の
歩
み
を
飾
る
こ

と
な
く
淡
々
と
話
す
草
野

さ
ん
だ
が
、
こ
れ
ま
で
に

は
辛
（
つ
ら
）
い
思
い
出

も
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う

で
、「
十
代
同
士
の
望
ま

な
い
妊
娠
も
何
度
か
あ
り
ま
し
た
ね
…
。
県
内

で
も
い
わ
き
は
特
に
中
絶
が
多
い
ん
で
す
よ
。

保
健
関
連
の
教
育
、
指
導
も
大
事
で
す
ね
」
と

言
っ
て
、
表
情
を
硬
く
し
た
。

命
の
尊
さ
を
も
含
め
、
真
摯
（
し
）
に
話
す

彼
女
の
今
の
大
き
な
目
標
の
一
つ
は
、「
院
内

助
産
室
」
と
、
き
っ
ぱ
り
。
ま
た
、
こ
の
仕
事

に
関
し
て
は
、「
忘
れ
た
い
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
あ
る
い
は
亡
く
な
っ
た
り
、
助
け
ら
れ
た

り
…
。
で
も
、
今
は
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ

り
、
や
り
遂
げ
、
そ
し
て
次
の
世
代
に
つ
な
い

で
い
く
の
が
務
め
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
丸

い
笑
顔
を
披
露
し
な
が
ら
話
し
て
い
た
。
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「
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
す
」

■お知らせ＝このコーナーでは、自ら選んだ仕事
に、あるいはその人生においてひた向きに励み、努め
ている女性を紹介しています。情報をお寄せください。

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
隔
月
掲
載
で
す
。


